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東
郷
　
茂
彦
　
提
出
　
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
天
皇
の
永
続
性
の
研
究

　
―
近
現
代
の
制
度
と
人
物
を
中
心
に
―
』
審
査
要
旨

　
　
　
　
　

論
文
の
内
容
の
要
旨

　
本
論
文
は
、「
天
皇
の
永
続
性
の
研
究
―
近
現
代
の
制
度
と
人
物
を
中
心
に
―
」
と
題
し
、

古
代
天
皇
制
以
来
現
代
の
象
徴
天
皇
制
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
い
る
「
天
皇
」
と
い
う
日
本

独
特
の
制
度
の
歴
史
を
「
永
続
性
」
と
い
う
視
点
か
ら
捉
え
、
そ
の
永
続
性
の
有
す
る
意
味

と
意
義
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
に
つ
い
て
、
主
に
近
現
代
の
制
度
や
関
連
人
物
を
中
心
に
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
は
、
序
章
と
終
章
及
び
十
二
章
か
ら
な
る
本
論
で
構
成
さ
れ
て
い

る
が
、
本
論
の
全
十
二
章
は
内
容
的
に
は
大
き
く
五
部
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
が
第
一
部
「
大
祓
」、
第
四
章
と
第
五
章
が
第
二
部
「
陵
墓
」、
第

六
章
と
第
七
章
が
第
三
部
「
神
宮
」、
第
八
章
と
第
九
章
が
第
三
部
「
皇
統
」、
第
十
章
か
ら

第
十
二
章
ま
で
が
第
五
部
「
天
皇
」
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
「
天
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皇
の
永
続
性
」
を
担
保
す
る
諸
制
度
と
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
人
物
の
思
想
や
事
績
が
論
述
さ

れ
て
い
る
。

　
序
章
「
本
研
究
の
目
的
・
方
法
と
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
の
基
礎
的
考
察
」
で
は
、
本
論
文

の
全
体
の
研
究
目
的
・
方
法
及
び
論
者
が
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
考
察
す
る
た
め
の
基
本
的

視
座
と
し
て
挙
げ
て
い
る
「
皇
統
男
系
」
、
「
天
皇
神
聖
」
、
「
共
同
体
弥
栄
」
に
つ
い
て
論
じ
、

併
せ
て
本
論
文
に
関
連
す
る
先
行
研
究
の
一
覧
も
附
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
部
「
大
祓
」
で
は
、
古
代
よ
り
国
家
の
安
寧
を
願
う
重
要
な
祝
詞
と
さ
れ
、
伝
承
さ

れ
て
き
た
大
祓
詞
と
大
祓
に
関
連
す
る
儀
式
等
に
つ
い
て
論
述
し
て
い
る
。
第
一
章
「
大
祓

詞
の
顕
す
日
本
国
家
観
・
国
体
観
」
で
は
、
鎌
倉
期
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
大
祓
詞
に
関

す
る
代
表
的
な
関
連
文
献
を
取
り
上
げ
、
大
祓
詞
に
お
け
る
日
本
の
国
家
創
生
に
係
る
神
話

と
信
仰
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
注
釈
者
・
研
究
者
等
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
か
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
次
い
で
、
第
二
章
「
近
代
の
大
祓
式
・
大
祓
詞
・
節
折
の
再
興
と
変
容
」
で
は
、
明
治
維
新

以
降
の
近
代
日
本
に
お
い
て
、
大
祓
式
の
宮
中
で
の
復
興
の
様
子
を
、
天
皇
の
安
寧
・
健
康
を
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祈
願
す
る
節
折
の
儀
も
含
め
て
考
察
し
、
ま
た
神
社
の
祭
祀
と
し
て
定
め
ら
れ
た
大
祓
の
儀
と

大
祓
詞
が
、
明
治
初
期
の
文
明
開
化
な
ど
と
の
相
克
を
は
じ
め
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
状
況
・

背
景
を
経
て
現
在
最
も
一
般
的
な
形
式
で
あ
る
神
社
本
庁
策
定
・
蔵
版
の
大
祓
詞
・
大
祓
式
と

な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
第
三
章
「
田
中
治
吾
平
の
天
皇
観
・
神
道
観
と

大
祓
詞
排
撃
論
」
で
は
、
昭
和
前
期
の
非
常
時
意
識
の
高
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
に
、
独
自
の
神

道
論
を
唱
道
し
た
神
道
家
の
田
中
治
吾
平
を
取
り
上
げ
、
大
祓
詞
を
国
体
背
反
の
邪
教
と
排
撃

し
た
特
異
な
思
想
と
活
動
を
紹
介
し
、
大
祓
詞
の
有
す
る
意
味
内
容
の
解
釈
に
お
け
る
多
様
性

の
一
端
と
し
て
の
田
中
の
思
想
や
天
皇
観
を
時
代
背
景
と
共
に
論
述
し
て
い
る
。

　
第
二
部
「
陵
墓
」
で
は
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
目
に
見
え
る
形
で
示
す
モ
ノ
と
い
う
観
点

か
ら
、
初
代
神
武
天
皇
以
来
明
治
期
に
至
る
ま
で
の
歴
代
天
皇
・
皇
族
の
陵
墓
治
定
に
主
導

的
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
そ
の
行
政
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
第
四
章
「
明
治
二
十
二
年

の
陵
墓
治
定
と
、
足
立
正
聲
」
で
は
、
明
治
二
十
二
年
に
全
天
皇
の
陵
墓
治
定
を
行
っ
た
宮

内
省
諸
陵
助
足
立
正
聲
の
陵
墓
治
定
の
方
途
と
意
義
を
検
証
し
て
い
る
。
次
い
で
、
第
五
章

「
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
山
口
鋭
之
助
の
事
績
と
皇
室
・
国
体
観
」
で
は
、
諸
陵
頭
と
な
っ
た
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足
立
正
聲
の
後
任
と
し
て
明
治
四
十
年
か
ら
大
正
十
年
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
諸
陵
頭
に
在

職
し
、
天
皇
・
皇
族
の
陵
墓
治
定
、
陵
墓
管
理
の
在
り
方
、
国
民
の
陵
墓
参
拝
等
に
尽
力
し

た
山
口
鋭
之
助
の
業
績
と
思
想
を
考
察
し
て
い
る
。

　
第
三
部
「
神
宮
」
で
は
、
「
陵
墓
」
と
同
じ
く
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
象
徴
す
る
目
に
見

え
る
存
在
と
し
て
の
皇
祖
天
照
大
御
神
を
祀
る
皇
大
神
宮
（
内
宮
）
に
関
連
す
る
考
察
を
行
っ

て
い
る
。
第
六
章
「
官
国
幣
社
保
存
金
制
度
の
成
立
・
背
景
・
意
義
」
で
は
近
代
の
神
社
行

政
制
度
の
大
き
な
転
換
点
と
も
い
う
べ
き
明
治
二
十
年
に
導
入
さ
れ
た
官
国
幣
社
保
存
金
制

度
を
取
り
上
げ
、国
家
（
政
府
）
が
責
任
を
持
つ
の
は
「
神
宮
」
の
み
と
し
て
明
治
二
十
年
か
ら
、

三
十
九
年
ま
で
実
施
さ
れ
た
政
策
の
歴
史
的
か
つ
今
日
的
意
義
を
説
き
、
「
神
宮
」
は
国
家
が

責
任
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
は
、
戦
後
に
お
け
る
国
家
と
皇
室
・
神
宮
と
の
在
り
様
を
考
え

る
上
で
も
重
要
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
七
章
「
神
宮
制
度
是
正
問
題
と
「
政
教
分
離
」
」
で
は
、
先
の
大
戦
の
終
結
に
よ
り
、
重

大
な
変
化
に
直
面
し
た
神
宮
と
天
皇
・
皇
室
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
触
れ
、
そ
の
あ
る
べ
き

関
係
性
・
真
姿
を
求
め
て
当
時
の
関
係
者
は
戦
後
の
危
機
的
状
況
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
切
ろ
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う
と
し
た
の
か
、
そ
の
軌
跡
を
「
神
宮
制
度
是
正
問
題
」
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
二
十
五
年
の
式
年
遷
宮
を
契
機
と
す
る
神
宮
に
対
す
る
国
民
の
関
心
の
高
ま
り

を
踏
ま
え
、
広
く
は
政
治
と
宗
教
、
皇
室
・
国
家
と
神
宮
と
の
関
係
に
も
関
連
す
る
今
後
の

神
宮
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

　
第
四
部
「
皇
統
」
で
は
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
担
保
す
る
大
前
提
で
あ
る
皇
統
を
め
ぐ
る

問
題
を
取
り
上
げ
、
「
血
統
永
続
装
置
と
し
て
の
皇
族
」
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
い
る
。
第

八
章
「
血
統
永
続
装
置
と
し
て
の
皇
親
・
皇
族
制
」
で
は
、
古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の

皇
室
の
構
成
員
、
就
中
、
皇
位
継
承
者
を
ど
の
よ
う
に
決
め
、
皇
統
が
維
持
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
多
角
的
か
つ
通
史
的
な
考
察
を
加
え
て
い
る
。
古
代
か
ら
近
世
末
期
ま
で
の
親
王
宣

下
・
世
襲
親
王
家
な
ど
の
諸
制
度
や
賜
姓
降
下
・
宮
門
跡
な
ど
が
考
察
対
象
と
さ
れ
、
さ
ら

に
は
近
世
末
期
ま
で
の
こ
れ
ら
の
制
度
が
明
治
維
新
以
降
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
に
つ

い
て
も
論
究
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
初
頭
の
宮
家
再
編
、
皇
室
典
範
、
皇
室
典
範
増
補
、

皇
室
降
下
準
則
等
を
検
討
・
考
察
し
、
最
後
に
昭
和
二
十
二
年
の
十
一
宮
家
の
臣
籍
降
下
を

扱
っ
て
い
る
。
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第
九
章
「
皇
統
制
度
変
更
企
図
の
考
察
」
で
は
、
現
代
に
お
け
る
皇
室
が
直
面
す
る
課
題

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
平
成
十
六
、
十
七
年
の
小
泉
内
閣
下
で
の
皇
室
典
範
改
正
問
題
の
経

過
や
神
社
界
を
含
め
た
様
々
な
反
応
な
ど
を
紹
介
、
さ
ら
に
は
平
成
二
十
八
年
八
月
の
今
上

陛
下
に
よ
る
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
き
っ
か
け
と
し
た
天
皇
の
譲
位
を
巡
る
諸
問
題
や
、
関

連
有
識
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
内
容
に
お
け
る
「
天
皇
の
永
続
性
」
と
の
関
わ
り
な
ど
、
今
日
的

な
課
題
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。

　
第
五
部
「
天
皇
」
で
は
、「
天
皇
の
永
続
性
」
を
人
物
面
か
ら
総
括
し
て
い
る
。
第
十
章
「
上

杉
慎
吉
の
系
譜
か
ら
み
る
天
野
辰
夫
の
皇
道
・
国
体
論
」
で
は
、
昭
和
八
年
に
お
き
た
神
兵

隊
事
件
の
首
謀
者
・
天
野
辰
夫
を
、
そ
の
師
で
あ
る
天
皇
主
権
説
論
者
・
上
杉
愼
吉
の
思
想

的
系
譜
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
か
ら
昭
和
六
年
の
満
州
事
変

を
経
て
の
社
会
情
勢
の
変
化
、
昭
和
十
年
の
天
皇
機
関
説
問
題
に
至
る
時
代
に
か
け
て
の
天

野
が
ど
の
よ
う
な
経
過
で
、
実
力
行
動
に
よ
る
改
革
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
の
か
。
法
廷
闘

争
を
含
め
、
当
時
の
日
本
社
会
は
そ
の
行
動
を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。
時
代
の
表
象
と
し

て
の
皇
道
論
、
国
体
論
、
日
本
民
族
論
、
そ
の
淵
源
で
あ
る
記
紀
神
話
に
連
な
る
天
皇
観
を
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通
し
て
、
師
弟
の
思
想
と
行
動
の
系
譜
を
辿
り
つ
つ
、
天
皇
の
永
続
性
と
の
関
わ
り
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。

　
第
十
一
章
「
葦
津
珍
彦
の
「
明
津
御
神
」
観
と
天
皇
祭
り
主
論
」
で
は
、
戦
前
・
戦
後
を

通
し
て
神
道
界
の
理
論
的
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
葦
津
珍
彦
の
明
津
御
神
観
と
天
皇
祭
り

主
論
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
。
葦
津
の
戦
前
期
の
所
論
に
「
明
津
御
神
」
論
が
あ
る
こ
と

に
着
目
し
、
戦
後
の
時
代
の
激
変
の
な
か
で
も
そ
の
論
が
一
貫
性
を
保
持
し
て
い
た
と
指
摘
、

昭
和
二
十
六
年
の
「
民
族
の
一
般
意
思
」、
昭
和
三
十
八
年
の
「
昭
和
の
君
主
制
」、
昭
和

四
十
六
年
の
天
皇
の
「
祭
り
主
」
論
と
い
う
三
段
階
を
経
て
葦
津
の
天
皇
論
を
深
化
し
た
と

論
じ
て
い
る
。

　
第
十
二
章
「
昭
和
二
十
一
年
元
旦
詔
書
に
観
る
「
天
皇
の
永
続
性
」
」
で
は
、
昭
和
二
十
一

年
元
旦
詔
書
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
同
詔
書
は
、
い
わ
ゆ
る
「
天
皇
の
人
間
宣
言
」と
さ
れ
、

こ
れ
を
以
っ
て
、
天
皇
の
神
性
は
な
く
な
っ
た
と
の
論
が
内
外
に
有
力
に
あ
る
こ
と
に
対
し
、

天
皇
自
身
を
は
じ
め
、
側
近
者
の
発
言
や
見
解
、
詔
書
の
分
析
と
解
釈
、
発
布
に
至
る
経
過

等
を
調
査
・
考
察
し
、
詔
書
の
目
的
は
「
天
皇
の
過
度
の
神
格
化
」
を
止
め
る
た
め
の
も
の



－ 9 － － 8 －

で
は
あ
る
が
、
天
皇
の
「
神
性
」
は
損
な
わ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
、
同
詔
書
の
意
味
内
容
の

正
確
な
理
解
こ
そ
が
「
天
皇
の
永
続
性
」
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
事
項
と
指
摘
し
て
い
る
。

　
終
章
「
本
研
究
の
特
質
・
課
題
と
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
の
今
後
」
で
は
、
序
章
で
提
起
し

た
本
論
文
の
目
的
・
方
法
が
、
本
論
全
十
二
章
に
適
応
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
い

わ
ば
自
己
点
検
・
自
己
評
価
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
か
ら
の
検
討
課
題
、
例
え
ば
「
天

皇
永
続
性
」
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
「
神
勅
」
や
「
三
種
の
神
器
」
、
あ
る
い
は
宮
中
祭
祀
、

な
ど
に
つ
い
て
は
本
論
で
ほ
と
ん
ど
言
及
で
き
ず
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　
天
皇
や
天
皇
制
に
関
す
る
研
究
に
は
膨
大
な
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
々
を
熟
読
吟
味

し
て
新
た
な
天
皇
論
を
提
示
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
お
よ
そ
不
可
能
な
作
業
で
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
戦
後
の
天
皇
・
天
皇
制
研
究
に
画
期
的
な
業
績
を
残
し
た
網
野
善
彦
は

か
つ
て
、「「
日
本
国
」
と
「
天
皇
」
の
よ
う
に
、
同
一
の
国
号
を
保
持
す
る
「
国
家
」
と
、
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同
じ
呼
称
を
持
つ
「
王
権
」
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
一
三
〇
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
、
一
応

「
不
可
分
」
の
関
係
を
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
事
態
が
、
人
類
社
会
の
中
で
は
き
わ
め
て
特
異

な
事
例
で
あ
る
こ
と
の
認
識
の
不
徹
底
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
り
、
よ
う
や
く
敗
戦
後
、
五
十

余
年
に
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
「
日
本
国
」
と
「
天
皇
」、
「
国
家
」
と
「
王
権
」
を
そ
れ
ぞ
れ

相
対
化
し
、
始
め
も
あ
れ
ば
終
り
も
あ
る
歴
史
的
な
存
在
と
し
て
、
本
格
的
な
研
究
の
対
象

と
す
る
地
平
に
立
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
『
岩
波
講
座
　
天

皇
と
王
権
を
考
え
る
』
第
１
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
。

　
本
論
文
「
天
皇
の
永
続
性
―
近
現
代
の
制
度
と
人
物
を
中
心
に
―
」
は
、
こ
の
網
野
の
「
「
日

本
国
」
と
「
天
皇
」
の
よ
う
に
、同
一
の
国
号
を
保
持
す
る
「
国
家
」
と
、同
じ
呼
称
を
持
つ
「
王

権
」
が
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
一
三
〇
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
、
一
応
「
不
可
分
」
の
関
係
を

つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
事
態
が
、
人
類
社
会
の
中
で
は
き
わ
め
て
特
異
な
事
例
で
あ
る
」
と

い
う
言
に
触
発
さ
れ
な
が
ら
も
、
「
日
本
国
と
天
皇
と
の
関
係
の
相
対
化
」
を
目
指
す
網
野
と

は
異
な
っ
て
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
「
一
三
〇
〇
年
余
に
わ
た
っ
て
」
続
い
て
い
る
「
天
皇
の

永
続
性
」
を
担
保
し
た
様
々
な
要
素
の
よ
り
精
緻
な
研
究
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
「
日
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本
国
と
天
皇
」
と
の
関
係
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
す
こ
ぶ
る
大
部
な
意
欲
作
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
古
代
天
皇
制
か
ら
現
代
の
い
わ
ゆ
る
象
徴
天
皇
制
に
至
る
天
皇
及
び
天
皇
に

係
る
制
度
や
人
物
の
考
察
を
通
し
て
「
天
皇
の
永
続
性
」
に
つ
い
て
、
近
現
代
を
中
心
に
考

察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
が
本
論
文
で
あ
り
、
天
皇
と
い
う
制
度
は
古
代
よ
り
日
本
に

定
着
し
、
今
日
ま
で
続
く
「
永
続
性
」
を
有
し
た
制
度
と
い
う
理
解
を
前
提
と
し
て
、
そ
の

天
皇
の
制
度
が
有
す
る
意
味
や
意
義
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
等
の
分
析
・
解
明
を
多
角
的
な
視
点
か

ら
試
み
た
点
に
本
論
文
の
全
体
的
価
値
が
あ
る
と
思
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、本
論
文
は
、「
天
皇
の
永
続
性
」
を
解
明
す
る
た
め
に
、
そ
の
構
成
を
「
大
祓
」・

「
陵
墓
」
・「
神
宮
」
・「
皇
統
」
・
「
天
皇
関
連
人
物
」
の
五
項
目
に
分
け
、
本
論
全
十
二
章
に
お

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
担
保
す
る
と
論
者
が
思
慮
す
る
制
度
や

当
該
制
度
に
係
る
人
物
の
事
績
や
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
、
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
考

察
の
対
象
と
な
る
各
々
の
項
目
も
、
こ
れ
ま
で
の
天
皇
・
天
皇
制
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
極

め
て
異
色
な
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
無
論
、
異
色
と
は
い
っ
て
も
、
そ
れ
が
単
な
る
奇
異
を
衒
っ

た
考
察
な
ら
ば
、
お
よ
そ
学
位
申
請
論
文
と
し
て
の
条
件
を
備
え
た
内
容
と
は
成
り
得
な
い
。
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果
た
し
て
、
論
者
は
こ
の
条
件
を
備
え
た
内
容
あ
る
論
を
展
開
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
問
題

と
な
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
一
定
の
成
果
は
挙
げ
て
い
る
と
評
価
出
来
よ
う
。
そ
の
評
価

す
べ
き
点
を
本
論
文
の
第
一
部
「
大
祓
」
を
例
に
し
て
見
て
み
よ
う
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
、
大
祓
詞
は
、
古
代
よ
り
国
家
の
安
寧
を
願
う
重
要
な
祝
詞
と
さ
れ
、

伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
大
祓
詞
が
制
度
と
し
て
機
能
し
た
の
は
大
祓
の
儀

式
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
論
者
は
大
祓
詞
と
大
祓
の
儀
式
の
密
接
不
離
の
関
係
に
着

目
し
、
第
一
章
「
大
祓
詞
の
顕
す
日
本
国
家
観
・
国
体
観
」
で
、
大
祓
詞
に
は
日
本
の
創
生

神
話
と
信
仰
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
伝
弘
法
大
師
著
と
さ
れ
る
『
中
臣
祓
訓
解
』
を
は

じ
め
、
現
代
の
青
木
紀
元
の
『
祝
詞
古
伝
承
の
研
究
』
や
上
田
賢
治
の
『
神
道
神
学
論
考
』

な
ど
二
十
二
に
及
ぶ
関
係
文
献
を
分
析
・
考
察
し
確
認
し
て
い
る
。
大
祓
詞
に
関
す
る
注
釈

書
や
研
究
は
中
世
以
降
近
現
代
に
至
る
ま
で
数
多
あ
る
が
、
そ
の
中
か
ら
論
者
が
重
要
と
目

す
る
文
献
を
丹
念
に
読
み
込
ん
で
、
各
文
献
に
は
日
本
国
家
の
創
生
神
話
と
信
仰
が
語
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
示
す
内
容
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
論
者
は
こ
う
し
た
地
道
な
解
明
作
業
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
二
章
「
近
代
の
大
祓
式
・
大



－ 13 － － 12 －

祓
詞
・
節
折
の
再
興
と
変
容
」
に
お
い
て
、
幕
末
維
新
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
の
天
皇
の

「
神
性
」
を
担
保
す
る
節
折
や
国
家
・
国
民
を
対
象
と
す
る
大
祓
の
儀
式
が
再
興
さ
れ
、
か
つ

は
変
容
し
て
い
く
歴
史
的
背
景
と
過
程
を
丹
念
に
解
明
し
て
い
る
。

　
こ
の
大
祓
の
再
興
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
星
野
光
樹
や
高
原
光
啓
な
ど
の
先
行
研
究

が
あ
る
が
、
論
者
は
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
宮
内
公
文
書
館
や
国

立
公
文
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
多
く
の
一
次
史
料
や
文
献
を
駆
使
し
て
、
近
代
に
お
け
る

大
祓
の
再
興
過
程
や
そ
の
変
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
明
治
初
年
の

大
祓
再
興
に
際
し
て
「
二
部
制
の
大
祓
式
」
が
採
用
さ
れ
、
祓
詞
も
従
前
の
大
祓
詞
で
は
な

く
簡
略
化
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「
文
明
開
化
と
の
相
克
」
な
ど
の
背
景
・

要
因
を
指
摘
し
て
い
る
点
は
、
明
治
初
期
の
文
明
開
化
政
策
と
神
道
に
よ
る
国
民
教
化
政
策

と
の
関
連
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
指
摘
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
第
一
部
「
大
祓
」
で
は
、
明
治
維
新
を
経
た
近
代
日
本
に
お
い
て
、
大
祓

式
の
宮
中
で
の
復
興
や
天
皇
の
安
寧
を
祈
願
す
る
節
折
の
儀
の
再
興
過
程
、
さ
ら
に
は
神
社

の
祭
祀
と
し
て
定
め
ら
れ
た
大
祓
の
儀
と
大
祓
詞
が
い
か
な
る
経
緯
を
経
て
戦
後
の
神
社
本
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庁
の
そ
れ
に
継
承
さ
れ
た
の
か
、
な
ど
が
近
現
代
を
通
し
て
の
視
野
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

全
国
各
地
の
神
社
で
一
年
に
二
度
執
行
さ
れ
、
国
民
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
神
社
の
行
事

と
し
て
の
「
大
祓
」
の
意
義
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
論
考
だ
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
、敢
え
て
第
一
部
「
大
祓
」
で
の
構
成
上
の
問
題
点
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
第
三
章
の
「
田

中
治
吾
平
の
天
皇
観
・
神
道
観
と
大
祓
詞
排
撃
論
」
を
こ
の
部
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
前
期
の
非
常
時
意
識
の
高
ま
っ
た
昭
和
十
二
年
に
、
独
自
の
神
道
論
を
唱
道
す
る
田
中

治
吾
平
が
大
祓
詞
を
国
体
背
反
の
邪
教
と
排
撃
し
た
件
を
紹
介
す
る
こ
と
に
意
味
が
な
い
と

は
い
わ
な
い
。
だ
が
、
本
論
文
の
構
成
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
第
五
部
「
天
皇
」
の

部
で
論
じ
て
い
る
天
野
辰
夫
や
葦
津
珍
彦
と
同
様
に
戦
前
・
戦
後
を
生
き
た
「
天
皇
の
永
続
性
」

を
当
時
の
時
代
状
況
か
ら
「
大
祓
詞
」
を
通
し
て
逆
照
射
し
た
稀
有
な
神
道
人
と
し
て
扱
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
大
祓
詞
の
有
す
る
意
味
内
容
、
そ
れ
の
具
現
化
さ
れ
た
形
態
と
し
て
の
大

祓
式
の
意
義
を
論
じ
た
第
一
章
及
び
第
二
章
で
論
者
の
研
究
目
的
は
あ
る
程
度
は
達
成
さ
れ

て
い
る
と
思
慮
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
第
一
部
「
大
祓
」
を
例
に
挙
げ
て
、
本
論
文
の
評
価
す
べ
き
点
や
構
成
上
の
問
題
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点
な
ど
に
若
干
触
れ
て
き
た
が
、
こ
と
第
一
部
に
関
し
て
は
学
位
申
請
論
文
に
ふ
さ
わ
し
い

内
容
を
有
し
て
い
る
と
総
括
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
大
祓
詞
に
日
本
国
家
の
創
生
神
話
と
信

仰
が
語
ら
れ
て
い
る
の
と
い
う
の
な
ら
、
日
本
国
家
を
構
成
す
る
に
は
天
皇
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
に
は
「
天
之
益
人
」
た
る
国
民
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
初
年
か
ら
現
在

に
至
る
神
社
で
の
大
祓
も
氏
子
・
崇
敬
者
（
国
民
）
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
執
行
で
あ
る
。
そ
の

こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
た
上
で
の
立
論
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
当
該
論
考
の
瑕
疵
で

あ
ろ
う
。

　
本
論
文
に
は
、
第
一
部
「
大
祓
」
の
部
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
あ
る
程
度
評

価
す
べ
き
点
と
博
士
学
位
申
請
論
文
と
し
て
の
一
貫
性
・
整
合
性
に
少
し
く
問
題
が
あ
る
点

が
見
ら
れ
る
。
個
別
の
研
究
論
文
と
し
て
は
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は

従
前
の
先
行
研
究
に
は
な
い
独
自
の
視
点
と
分
析
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
論
者
に
と
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
が
「
天
皇
の
永
続
性
」
に
収
斂
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
と

し
て
も
、
客
観
的
に
見
る
な
ら
ば
、
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
論
じ
た
い
あ
ま
り
か
ら
か
、
や
や

も
す
れ
ば
、
強
引
と
も
思
え
る
論
文
の
配
列
・
構
成
と
に
な
っ
て
い
る
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
。
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そ
の
こ
と
は
、
前
記
「
大
祓
」
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
二
部
「
陵
墓
」
や
第
四
部
「
皇
統
」

で
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
が
、
第
三
部
「
神
宮
」
で
は
か
な
り
明
瞭
に
見
て
取
れ
る
。

　
古
来
、
伊
勢
の
神
宮
が
天
皇
・
皇
室
と
密
接
不
離
の
関
係
に
あ
る
こ
と
は
今
更
言
及
す
る

ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
治
二
十
年
の
官
国
幣
社
保
存
金
制
度
で
神
宮
だ
け

が
特
別
扱
い
と
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
新
田
均
等
の
先
行
研
究
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
業
績
を
前
提
に
し
て
論
者
が
官
国
幣
社
保
存
金
制
度
を
素
材
に
、

「
天
皇
の
永
続
性
」
に
係
る
国
家
（
政
府
）
の
神
宮
特
別
待
遇
策
を
論
じ
る
こ
と
自
体
は
無
意

味
で
は
な
い
。
だ
が
、
い
く
ら
論
者
が
明
治
十
九
年
の
「
神
社
改
正
之
件
」
に
「
皇
大
神
宮

ハ
帝
室
ノ
根
本
国
家
ノ
宗
祀
」
と
謳
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
も
、
当
時
の
神
宮
に
対
す
る

国
家
（
政
府
）
に
よ
る
行
政
の
実
態
を
勘
案
し
て
立
論
し
な
い
限
り
、
単
な
る
文
言
の
無
批

判
的
受
容
と
評
価
さ
れ
て
も
仕
方
な
か
ろ
う
。
天
皇
と
神
宮
と
の
関
係
に
「
天
皇
の
永
続
性
」

を
探
ろ
う
と
す
る
の
な
ら
、
当
時
の
国
家
（
政
府
）
の
神
宮
に
対
す
る
明
瞭
な
冷
遇
策
（
そ

れ
は
神
宮
大
麻
頒
布
や
明
治
二
十
二
年
の
式
年
遷
宮
に
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
）
な
ど
を
見

据
え
た
上
で
、
近
代
及
び
戦
後
の
神
宮
制
度
の
変
遷
に
関
す
る
綿
密
な
考
察
を
前
提
に
し
て
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論
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　
さ
ら
に
、第
五
部
の
「
天
皇
」
の
部
に
関
し
て
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
部
は
「
天
皇
」
で
は
な
く
「
天

皇
論
」
と
で
も
題
す
べ
き
で
あ
り
、
前
述
し
た
田
中
治
吾
平
を
含
め
、
何
故
に
天
野
辰
夫
や

葦
津
珍
彦
が
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
考
察
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
の
人
物
で
あ
る
の
か
を
明

確
に
提
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
思
慮
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
の
内
容
及
び
構
成
に
は
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
指
摘
で
き
る
が
、

論
者
に
と
っ
て
は
す
べ
て
の
論
考
が
「
天
皇
の
永
続
性
」
に
係
る
研
究
で
あ
る
こ
と
は
十
分

理
解
で
き
る
。
ま
た
、
第
二
部
「
陵
墓
」
の
部
の
足
立
正
聲
や
山
口
鋭
之
助
を
め
ぐ
る
論
考

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、論
者
が
い
う
目
に
見
え
る
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
象
徴
す
る
歴
代
天
皇
・

皇
族
の
陵
墓
治
定
に
関
し
て
の
実
際
の
行
政
に
従
事
し
た
人
物
の
詳
細
な
研
究
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
も
の
で
あ
り
、
画
期
的
な
も
の
と
評
し
て
も
過
言
で
は
な
く
、
現
在
の
陵
墓
研
究
の

最
先
端
に
位
置
し
、
そ
の
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
外
池
昇
を
は
じ
め
と
す
る
陵
墓
治
定
を
め

ぐ
る
研
究
に
は
見
ら
れ
な
い
新
た
な
研
究
成
果
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
最
後
に
、
第
五
部
「
天
皇
」
に
所
収
さ
れ
て
い
る
第
十
一
章
の
葦
津
珍
彦
論
と
第
十
二
章
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の
昭
和
二
十
一
年
元
旦
詔
書
に
つ
い
て
少
し
く
触
れ
て
お
く
。
葦
津
が
戦
後
の
神
道
界
に
お

い
て
最
も
重
要
な
理
論
家
で
あ
り
実
践
運
動
家
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

葦
津
の
神
道
論
の
根
底
に
は
戦
前
か
ら
抱
い
て
い
た
「
天
皇
明
津
御
神
論
」
が
あ
り
、
そ
れ

は
戦
後
に
お
い
て
も
維
持
・
発
展
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
本
論
考
は
、
現

今
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
葦
津
珍
彦
研
究
に
と
っ
て
も
大
い
に
貢
献
す
る
刺
激
的
な
も
の
と
い

え
よ
う
。
ま
た
、
元
旦
詔
書
を
め
ぐ
る
考
察
に
お
い
て
も
、
詔
書
の
目
的
は
、
天
皇
の
過
度

の
神
格
化
を
止
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
天
皇
の
「
神
性
」
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
い

と
の
指
摘
は
、
戦
前
の
「
神
聖
天
皇
」
と
戦
後
の
「
象
徴
天
皇
」
の
連
続
・
非
連
続
を
め
ぐ

る
問
題
に
も
新
た
な
視
点
を
提
供
す
る
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
論
文
に
は
天
皇
・
天
皇
制
研
究
と
し
て
見
れ
ば
個
々
に
評

価
す
べ
き
点
は
多
々
あ
る
が
、
他
方
、
前
記
し
た
よ
う
に
個
別
の
論
考
に
し
て
も
欠
点
は
少

な
か
ら
ず
あ
り
、
ま
た
博
士
学
位
申
請
論
文
と
し
て
の
統
一
性
・
整
合
性
の
観
点
か
ら
す
れ

ば
少
し
く
の
問
題
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
欠
点
・
難

点
に
関
し
て
は
論
者
も
十
分
に
認
識
・
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
何
よ
り
も
「
天
皇
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の
永
続
性
」
に
焦
点
を
当
て
て
本
大
学
院
入
学
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
一
連
の
研
究
成
果
を

発
表
し
、
纏
め
上
げ
た
努
力
は
高
く
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
論
文
第
四
部
「
皇
統
」

の
第
八
章
「
血
統
永
続
装
置
と
し
て
の
皇
親
・
皇
族
制
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
行
研
究

を
丹
念
に
吟
味
し
、
そ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
諸
資
料
を
再
度
検
討
し
て
「
天
皇
の
永
続
性
」

の
要
素
を
俯
瞰
的
に
見
渡
し
た
上
で
近
現
代
に
お
け
る
「
天
皇
の
永
続
性
」
を
多
角
的
に
考

察
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
生
み
出
し
た
も
の
だ
と
思
慮
す
る
。

　
以
上
の
審
査
結
果
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
本
論
文
の
提
出
者
東
郷
茂
彦
は
、
博
士
（
神
道
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
べ
き
資
格
が
る
も
の
と
認
め
る
。

　
　
平
成
三
十
年
一
月
十
日主

　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
阪

　
本

　
是

　
丸

　
㊞

　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
武
　
田
　
秀
　
章
　
㊞
　

副
　
査
　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
西
　
岡
　
和
　
彦
　
㊞
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東
郷
　
茂
彦
　
学
力
確
認
の
結
果
の
要
旨

　
左
記
三
名
が
各
専
門
分
野
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
学
力
確
認
の
試
験
を
行
っ
た
結
果
、
博
士 

（
神
道
学
）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
学
力
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
　
平
成
三
十
年
一
月
十
日

　
　
　
　
　
　
学
力
確
認
担
当
者

主
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
阪

　
本

　
是

　
丸

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
武

　
田

　
秀

　
章

　
㊞

　

副
　
査

　
　
國

學

院

大

學

教

授
　
　
西

　
岡

　
和

　
彦

　
㊞

　


